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20 世 紀 に は 二 度 に わた る 世界 大 戦 が 起こ り 、 多 く の 
人 々 の 尊い 命 が 奪わ れ ま し た 。 そ こ で は 、 人 権 が 無視 さ 
れ 人 類 の 良心 が 踏み た に じ ら れ まし た 。 

1945 年 に 設立 され た 国際 連合 (国連 ) は 、 第 2 次 世 
界 大 戦 の 反省 か ら 世 界 の 平和 を 実現 する た め に 、 人 権 と 
自由 の 尊重 が 不可 欠 だ と 考え まし た 。 そ れ ま で は 、 国 内 


思 岳 害し 


の 半 題 だ と 考え られ て いた 人 権 の 保障 を 国際 社会 の 課 証 
と し て 取り 組む お こと に な り ま し た 。 
まず は 、 世 界 の すべ て の 国 と 人 々 が 達成 すべ き 共 通 の 


人 権 の 基準 と し て 「 世 界 人 権 宣言 」 カ 作ら れ た の で す 。 


こく 下 選 は 貞 時 所 は 上 つ エ ョ 


その 後 、「 国 際 人 権 規約 ]「 人 種差 別 撤廃 条約 」 な ど が 作 
られ て きま し た 。 
こう し て 、 人 権 が 保障 され た 社会 の 


実現 に 向け て 、 現 在 も さま ざま な 


下り 


取組 み が 進 め ら れ て いま す 。 
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日 本 の 植民 地 時 代 に 種々 の 理由 に より 日 本 に や っ て きた 軸 鮮 の 人 々 は 、 当時 
の 内 聞 省 純 計 に よる と 1944 年 に は 1 90 万 人 を 超え ま し た 。 第 次 世界 大 戦後 


に 下 ヨ に て が 所 帳 村 よる て 


に 大 半 が 帰還 し ま し た が 、 入国 管理 局 の 資料 に よる と 約 60 万 人 (1947 年 時 点 ) 


が 生活 上 の 理由 な どか ら 日 本 に と どまり ま し た 。 1 958 年 サン フフ ン シ ス コ 


コ し 


平和 条約 の 発効 と と も に 、 こう し た 人 々 は 、 日 本 国籍 を 失い 外国 籍 と な っ て し 


に 吾 直 店 に て 上 抽 p 抽 こそ 。 吾 まう 


まい まし た 。 そ の よう な 歴史 の 結果 、 戦後 も っ と も 多い 在 日 外国 人 は 韓国 ・ 朝 
鮮 籍 の 人 た ち ( 在 日 韓国 ・ 朝 鮮 人 ) な の で す 。 
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号 刺 ま う に ほ 布 重 避 


日 本 が 朝鮮 を 植民 地 と し て いた 1940 年 日 本 は 「 創 氏 改 名 』 政策 に よっ て 、 
朝鮮 の 人 々 の 名 前 を 日 本 式 の 名 前 に 改め させ まし た 。 戦後 、 在 日 韓国 ・ 朝鮮 人 
に は 、 民族 差別 の た め に 本 名 を 名 の れず 日 本 名 を 使わ ざる を えな い 人 が た くさ 
ん いま し た 。 そつ し た 状況 よい まだ に 残っ て いま す 。 安心 し て 本 名 を 名 の る こ 
と が で きる 社会 が 求め られ て いま す 。 
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立 べつ て っ コ ぼ いけ じょう 


人 種差 別 撤廃 条約 の で きる まで 


1E 呈 は け 后 世 上 呈 げ 生 


1948 年 の 世界 人 権 宣言 ] は 、「 す べ て の 人 間 は 、 生 
まれ な が ら に し て 自由 で あり 、 か つ 、 尊厳 と 権利 と に つ 
いて 平等 で ある 」 と 宣言 し て いま す 。 

と ころ が 、1959 年 か ら 60 年 に か け て 、 ヨ ー ロ ッ パ を 
中 心 に ユダ ヤ 人 を 差別 する よう な 活動 が 続発 する よう に 
な り ま し た 。 

ちょ うど 同じ 頃 の 1960 年 、 ア フリ カ で は 1 7 カ国 が 植民 
地 支配 か ら 独立 し 、 その 年 16 力 国 が 国連 に 加盟 し まし た 。 

南ア フリ カ で は 、 長 年 続い て きた 白人 に よる 有色 人 竹 
に 対す る アパ ルト ヘイ ト と 呼ば れる 人 種 隔離 政策 を な く 
し て いこ うと する 運動 が 盛り 上 が っ て きま し た 。 

また 、 ア メリ カ で は 法律 上 の 平等 な 地位 を 求め て 、 
黒人 を は じ め と する 有色 人 種 に よる 公民 権 運動 も 高まっ 
て いま し た 。 

そう し た な か 国連 総会 は 1965 年 、「 あ ら ゆ る 形態 の 人 
種差 別 の 撤廃 に 関す る 国際 条約 」 (人 種差 別 撤廃 条約 ) を 
つく り 、 人 種差 別 を な くし て いく こと を 決め た の で す 。 

日 本 は 1995 年 に 受け 入れ 、 
世界 で 146 番 目 の 締約 国 
(加盟 国 ) に な り ま し た 。 
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※ 世 系 と は (条約 と 部 落差 別 ) 


人 種差 別 の 撤廃 に 関す る 委員 会 (人 人参 深 会 pe.3 父 ) は 、「 世 較 」 
を イン ド に み ら れ る よう な 「 カ ー ス ト お よび それ に 類似 する 地位 の 世 骨 制 度 」 
だ と いう 解 駅 を 02 年 に 盟 ら か に し て いま す 。 

同 委員 会 は 日 本 に 対し て 200 1 年 、「 世 系 」 は 被 差別 部 落 出 身 者 を 含む と 述べ 
で U\ ま す 。 
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アイ ヌ の 人 々 な ど 


国 章 人 粒 開 別 徹 鹿 姜 濱 会 は 200 1 年 、 現 社 の 北海 道 な ど で 固有 の 言語 や 伝統 
て 暴 訂 し 異 皿 旧 也 上 。 所 万 届き 章 ね ゴー よき 芝 全 
時 な 像 式 な ど 独自 の 文化 を 持っ て いる アイ ヌ の 人 々 、 お よび 沖縄 の 人 々 も 条約 
の 適用 対象 で め る と し て いま す 。 
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' 国 や 自治 体 を は じ め と する 公 的 機関 は 、 





人 種差 別 の 行為 を し て は な ら 人 種差 別 を 生ん だ り 、 続 けた 
な い に りす る よう な 法律 や 規則 を な 
くさ な けれ ば な ら な い 
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どん な こと を し な けれ は ならない の ? 





法律 制定 も 含む 政 策 に よっ て 、 思 な っ た 人 種 の 人 々 が 共に 暮 
個人 や 団体 に よる 人 種差 別 も らし て いく た め の い ろ い ろ な が 
禁止 し な けれ ば な ら な い 取組 み を 奨励 し な けれ ば な ら 
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一 組 。 


人 種差 別 の 宣伝 や 扇動 は だ め ! 
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日 本 国籍 で は な い 
こと を 理由 に 就職 
を 断ら れる と いう 差 
別 が 起き て いま す 。 
し か いし 、 自治 体 の 場合 、 た と え は 大阪 
府 で は 1999 年 度 の 職員 採用 試験 か 
ら 知事 部 局 で 採用 する すべ て の 職種 
で 外国 人 も 受験 が で きる よう に な り 
まし た 。 





り ま す 。 


入居 者 募集 と し て いな が ら 
外国 人 が 住宅 を 借り よう と 
する と 、 家 主 か ら 「 日 本 人 
に 限り ます 」 と 言わ れ て 断 
られ る こと が あり ます 。 


いま 日 本 で は 国際 結 
共 も 1 選 くせ 再 hh 陣 う 計 コ 上 
外国 籍 を 理由 に 結婚 を 
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※ 国 の 機関 と は 


1993 年 に 国連 総会 で 採 訳 され た 「 国 内 人 析 関 の 地位 に 関す る 原則 」 (バリ 
原則 ) に よる と 、 ① 人 権 償 害 に つい て 講 査 し 到 済 する 、 @ 法 律 の 制定 や 政策 に 
つい て 提案 する 、 ③ 人 権 数 育 を 実施 する な どの 機能 を も っ た 、 政府 (立法 、 
行政 、 司法 ) か ら 独 立 し た 国内 機関 の こ eS 
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1998 年 、 江 松 市 の 宝石 店 で ブラ ジル 人 女性 が 店 主 か ら 入 店 を 断ら れ ま し た 。 
この 女性 は 人 種差 別 撤廃 条約 を 主 な 根拠 と し て 店 主 に 損害 賠償 を 求め まし た 。 
し 王寺 赤 富 | 


雷 岡 地方 哉 凍 所 は 1999 年 10 月 、 被 告 (店 主 ) の 行為 は 条約 の 規定 に 反する の 
で 、 民 法 上 の 不法 行為 に あたる と し て 、 被告 に 対し て 損害 賠償 を 命じ まし た 。 
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